
学部・学科

氏　　名

看護学概論、生活健康論、生活健康論実習、まちの健康論

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(1)地域貢献と「まちの保健室」

学　　位

ふりがな

教授

ちかた　けいこ
近　田　敬　子

著書
　(1)看護教育学　看護を学ぶ自分と向き合う「看護教育制度の現状」　南江堂書店
 　　東京　2009（分担単著）　改訂版執筆中(刊行予定2017年)
　(2)高齢者の健康づくり・まちづくり、伝えよう１・１７の教訓　神戸新聞出版
　　 2006（分担単著）
　(3)基礎看護学Ⅰ　「生活と看護」　金芳堂書店　東京　2004（共著）
論文
　(1)卒業生の語りから得られた教育の成果と課題
　　園田学園女子大学論文集　第47号　pp.105-117　2013（共著）
　(2)共同体の構築と看護－まちの保健室を支えて10年－
　　日本看護研究学会誌　第32巻1号　pp.25-27　2009（単著）
　(3)地域貢献と基礎看護教育を融合させた「まちの保健室」の試み
　　看護　第60巻1号　pp.96-101　2008（共著）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

看護基礎学、看護教育学

(2)看護教育制度の変遷

４．主な研究業績

５．所属学会

日本看護学教育学会（評議員）

日本看護科学学会（代議員）
日本看護研究学会（名誉会員）

日本災害看護学会

６．主な社会活動
地方独立行政法人神戸市市民病院機構評価委員　
全国健康保険協会鳥取支部健康づくり推進協議会委員
郵政事業有識者懇談会（中国エリア）委員



６．主な社会活動

(3)風土と文化
４．主な研究業績

５．所属学会

キェルケゴール協会

日本宗教学会
京都宗教哲学会

(1)看護の人間学

著書
　(1)宗教の根源性と現代　晃洋書房　京都　2001（共著）
　(2)宗教学を学ぶ人のために　世界思想社　京都　1989（共著）
論文
　(1)看護の人間学～看護師に求められる人間性～
　　鳥取看護大学・鳥取短期大学研究紀要　第72号　pp.9-20　2015（単著）
　(2)風土と宗教～和辻哲郎『風土』を手引きとして～(1)(2)
　　鳥取短期大学研究紀要　第45号　pp.1-9　2002/第47号　pp.1-10　2016（単著）
　(3)フランクルにおける「人生の意味」(1)(2)(3)
　　鳥取短期大学研究紀要　第43-45号　2000-2001（単著）
　(4)悲哀論(1)(2)
　　鳥取短期大学研究紀要　第38号/第40号　1998-1999（単著）
その他
　(1)日本人のタマ信仰～団子はなぜ丸い～（H24中海テレビ）
　(2)死への心理的プロセス～キューブラー＝ロスの『死ぬ瞬間』～
　　（H27中海テレビ）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

哲学、宗教学

(2)死生観の哲学

学　　位

ふりがな

教授

あらい　まさる
荒　井　　優

修士（文学）

人間学、宗教学、山陰論、スタディスキル

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

学部・学科

氏　　名



学部・学科

氏　　名

日本語表現、日本語表現演習、文学、山陰論

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(1)語彙の史的研究

学　　位

ふりがな

教授

どい　ゆみこ
土　居　裕美子

修士（文学）

著書
　(1)教養教育の改革～比治山ベーシック～　中国新聞社　広島　2005（共著）
　(2)授業改善の実践～主体的学習へのいざない～　中国新聞社　広島
　　　2004（共著）
  (3)平安時代複合動詞索引　清文堂出版　大阪　2003（共著）
論文
　(1)源氏物語における〈緊張の持続〉の表現―「精進」「修法」「祈り」
     「行ひ」をめぐって―　日本語史研究論集　第1号　pp.1-10　2014（単著）
　(2)平家物語における「ほこる」と「おごる」―覚一本・延慶本を中心に―
　　　比治山大学現代文化学部紀要　第19号　pp.(1)～(12)　2013（単著）
　(3)平安時代和文における「ほこる」と「おごる」　国文学攷　第213号
　　 　pp.1-15　2011（単著）
その他
　(1)DVD 実用的な敬語　比治山大学　広島　2008（監修・共同制作）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

日本語学、日本語史

(2)位相論
(3)意味論

４．主な研究業績

５．所属学会
日本語学会・訓点語学会・日本言語学会・日本語用論学会・歴史言語学会
高知大学国語国文学会・広島大学国語国文学会

６．主な社会活動

鳥取県中部感染症審査協議会委員
鳥取力創造まつり実行委員
比治山大学・比治山大学短期大学部 大学教育再生加速プログラム外部評価委員

鳥取県立学校第三者評価委員
倉吉市立人権文化センター運営協議会委員



６．主な社会活動
まちの保健室事業
「まめんなかえ師範塾」講師　2016
健康づくり講演会・講師　2016

４．主な研究業績

５．所属学会

日本医史学会

日本解剖学会
日本医学教育学会

解剖学、医学教育学

(1)コメディカルにおける解剖学の教育法

著書
　(1)コメディカル専門基礎科目シリーズ　解剖学　理工図書　東京　2015（共著）
　(2)シミュレーション医学教育入門　篠原出版新社　東京　2011（共著）
　(3)循環器系コア・カリキュラムテキスト　文光堂　東京　2008（共著）
論文
　(1)短下肢装具の圧力による下腿半月の高さの検討
　　日本義肢装具学会誌　第27巻第3号　pp.171-173　2011（共著）
　(2)ＰＢＬのコア・タイム省察用ポートフォリオ
　　医学教育　第41巻第3号　pp.207-209　2010（共著）
その他
　(1)ボディーセラピーのためのトートラ標準解剖生理学　丸善出版株式会社
　　東京　2011（監訳）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

(2)鳥取県の医療・医学・看護学史

学　　位

ふりがな

教授職　　名

１．主な担当授業科目

博士（医学）

人体の構造と機能Ａ、人体の構造と機能Ｂ、人体の構造と機能Ｃ、人体の構造と機能Ｄ

学部・学科

氏　　名
はやかわ　だいすけ
早　川　大　輔

看護学部　看護学科



学部・学科

氏　　名

感染免疫学、基盤看護技術Ｂ、人体の構造と機能Ｃ、人体の構造と機能Ｄ

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(1)手指衛生

学　　位

ふりがな

教授

あらかわ　みつえ
荒　川　満　枝

博士（医学）

論文（全て共著）
　(1)A novel method of preparing the monoform structure of catalytic
　　antibody light chain; FASEB J. 2016; 30(2):895-908.
　(2)Biochemical features and antiviral activity of a monomeric catalytic
　　antibody light-chain 23D4 against influenza A virus; FASEB J. 2015;
　　29(6):2347-58.
　(3)Biochemical features of a catalytic antibody light chain, 22F6,
　　prepared from human lymphocytes;J Biol Chem. 2013;288(27):19558-68.
　(4)Highly efficient method of preparing human catalytic antibody light
　　chains and their biological characteristics;FASEB J. 2012
　　Apr;26(4):1607-15.
  (5)ベッドサイドで想定される清潔間欠導尿用カテーテルの細菌汚染と消毒効果;
　　兵庫県立大学看護学部・地域ケア研究所　紀要　2010;17:15-23.
  (6)Construction of human Fab (gamma1/kappa) library and identification of
　　human monoclonal Fab possessing neutralizing potency against Japanese
　　encephalitis virus;  Microbiol Immunol. 2007;51(6):617-25.

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

感染看護、微生物学

(2)感染症看護
(3)感染症をターゲットとした抗体軽鎖の効果

４．主な研究業績

５．所属学会
日本ワクチン学会・日本ウイルス学会・日本環境感染学会
日本看護科学学会・日本看護研究学会・コ・メディカル形態機能学会
日本細菌学会

６．主な社会活動



学部・学科

氏　　名

基盤看護技術Ａ、基盤看護技術Ｂ、基盤看護技術Ｃ、基盤看護技術Ｄ

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(1)まちの保健室

学　　位

ふりがな

教授

たなか　ひびき
田　中　　響

博士（学校教育学）

論文
　(1)乳児との対面時の母親の視線と対児行動に関する縦断研究
　　―生後４か月から10か月までの変化―
　　小児保健研究　72(4)　pp.493-499　2013（共著）
　(2)「総合的な学習の時間」を利用した中学生の減災教育
　　―自治会長ゲームの開発―
　　医学と生物　157(6)　pp.1420-1427　2013（共著）
　(3)学校の特色づくりにおけるリーダーシップと組織対応
　　―５校園の事例間比較研究―　教育実践学論集　12　pp.27-41　2011（共著）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

基礎看護学

(2)地域コーディネーターシステムの構築
(3)災害看護

４．主な研究業績

５．所属学会

日本看護科学学会

日本看護研究学会
日本教育実践学会

日本看護教育学会

６．主な社会活動
日本教育実践学会　教育実践学研究編集事務局幹事
倉吉市総合計画審議会委員
倉吉市未来いき生き総合戦略検討会議委員



６．主な社会活動
平成27年度鳥取県看護職員実習指導者養成講習会 講師
三朝温泉病院看護部 看護師倫理研修 講師

４．主な研究業績

５．所属学会

日本看護研究学会

岡山県看護教育研究会
日本看護学教育学会

日本看護科学学会
日本生命倫理学会

著書
　(1)急性期・周手術期Ⅰ　中央法規出版　東京　2011（共著）
　(2)看護研究ガイドマップ　ふくろう出版　岡山　2009（共著）
　(3)援助技術チェックリスト　ふくろう出版　岡山　2008（共著）
論文
　(1)卒業前看護学生の道徳性発達段階—ケアの倫理と正義の倫理の論争に伴うジレン
　　マストーリーを用いて－
　　岡山県看護教育研究会誌　39(1)　pp.7-13　2015（共著）
　(2)臨床コミュニケーション特論の演習過程における学生による授業評価
　　岡山県看護教育研究会誌　39(1)　pp.48-56　2015（共著）
　(3)新設Ａ看護大学の成人看護学実習における臨地実習指導者の思い
　　鳥取看護大学・鳥取短期大学研究紀要　第72号　pp.1-7　2015（共著）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

専門実践分野、専門基礎分野

(1)看護師-患者関係における距離観に関する研究
(2)新設Ａ看護大学の成人看護学実習における臨地実習指導者の思い
(3)成人看護学実習における臨地実習指導者と大学教員との協働連携

学　　位

ふりがな

特任教授

おの　はるこ
小　野　晴　子

修士（教育学）

成人看護概論、成人看護学援助論Ａ、看護倫理学

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

学部・学科

氏　　名



まえだ　たかこ
前　田　隆　子

博士（医学）

学部・学科

氏　　名

看護学部　看護学科

教授職　　名

１．主な担当授業科目

学　　位

母性看護学、母子保健学

母性看護学概論、家族看護学、母性看護学援助論、母性看護学実習

ふりがな

(1)親性の育成

著書
　産後の母と子の健康教育　西日本法規出版　2004（共著）
論文
　(1)高校生における月経教育の教育評価
　　日本医学看護学教育学会誌　22号　pp.33-37　2013（共著）
　(2)高校生における月経随伴症状と生活習慣および冷えの自覚の関連
　　母性衛生　53巻4号　pp.487-496　2013（共著）
　(3)中学生の月経状況と月経に対する教育的支援の検討
　　米子医学雑誌　62巻6号　pp.175-182　2011（共著）
　(4)高校生における月経痛と関連する因子の実態調査とリラクセーション法による
　　月経痛の軽減効果　母性衛生　52巻1号　pp.129-138　2011（共著）
その他
　(1)鳥取県の「性」に関するネットワークの創設　母性衛生　56巻3号　p.254

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

(2)子育て支援

４．主な研究業績

５．所属学会

日本医学看護学教育学会

日本看護研究学会
日本母性衛生学会

６．主な社会活動
とっとり若者すこやかネット　監事



学部・学科

氏　　名

小児看護学概論

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(3)平穏な看取りに関する研究

学　　位

ふりがな

特任教授

こむら　みちよ
小　村　三千代　

博士（看護学）

著書
　(1)小児看護実習ガイド　第二版　照林社　東京　2016（共著）
　(2)小児をめぐる看護現象入門　ライフサポート社　東京　2009（単著）
　(3)小児看護における技　南江堂　東京　2003（共著）
論文
　(1)筋ジストロフィー看護における心地よいケアに関する研究
　　～ケアモデルの開発およびDVD制作～
　　政策医療振興財団研究助成金事業報告書　pp.105-110　2015（共著）
　(2)実習施設と教育施設の連携に向けた具体的方策
　　看護学実習連携会議の効果と課題
　　札幌市立大学研究論文集　9(1)　pp.12-19　2015（共著）
　(3)臨地実習指導の充実に向けた教育施設と実習施設の連携　看護学実習連携会議
　　を重ねて　看護展望　40(4)　pp.80-84　2015（共著）
その他
　(1)新たな役割拡大を担う看護師が抱いている困難と対応の経時的変化
　　第19回日本看護管理学会学術集会　p.221　2015（共著）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

小児看護学

(1)難治性疾患をもつ子どもと家族に関する研究
(2)心地よさに関する研究

４．主な研究業績

５．所属学会

日本看護研究学会・日本社会医学会・日本看護学会

日本看護科学学会・日本赤十字看護学会・日本母性衛生学会
日本小児看護学会・日本臨床死生学会・日本集中治療医学会

日本看護学教育学会・日本看護管理学会
日本難病看護学会・日本家族看護学会

日本筋ジストロフィー看護研究会学術集会査読委員

独立法人国立病院機構東埼玉病院「看護を語る会」講師

６．主な社会活動
東京医療保健大学大学院非常勤講師
東京医療保健大学東が丘・立川看護学部非常勤講師
日本小児看護学会学会誌編集委員
独立法人国立病院機構災害医療センター看護研究指導
独立法人国立病院機構栃木医療センター看護研究指導

日本筋ジストロフィー看護研究会副会長



学部・学科

氏　　名

地域基礎看護学、公衆衛生看護学概論、地域連携・協働支援論、公衆衛生看護活動展開論Ⅰ

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(3)健康教育と行動変容

学　　位

ふりがな

教授

やくら　のりこ
矢　倉　紀　子

修士（生命科学学）、博士（医学）

著書
　(1)発達障害の進歩　診断と治療社　東京　2003（共著）
論文
　(1)塩分摂取とその関連因子に関する研究
　　～減塩プログラム終了後の継続効果の検討
　　米子医学雑誌　60(5)　pp.151-159　2009（共著）
　(2)フィールドワークを活用した授業の教育効果と地域への波及効果
　　日本医学看護学教育学会誌　17　pp.32-37　2008（共著）
　(3)Risk Factors for Death among the Functionally Independent Elderly
　　Living in Japan:A3-year Prospective Cohort Study
　　Yonago Acta medica　49(4)　pp.93-101　2006（共著）
　(4)Morecular Epidemiolgy Tuberous Sclerosis
　　Gann Monograph Cancer Research　46　pp.53-59　1999（共著）
  (5)Mothers' Body Perception Biased to Obesity and its Effects on Nursing
　　Behaviors　Yonago Acta Medica　40(3)　pp.137-145　1997（共著）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

公衆衛生看護学、小児保健

(1)保健師の現任教育
(2)地域コーディネーターの役割の明確化とシステムの構築

４．主な研究業績

５．所属学会
日本公衆衛生学会
日本地域看護学会

６．主な社会活動
鳥取県衛生環境研究所調査研究外部評価委員会委員
倉吉市建築審査会委員
「来んさいな　住んでみないや　とっとり」県民会議委員



学部・学科

氏　　名

基盤看護技術Ａ、基盤看護技術Ｂ、基盤看護技術Ｃ、基盤看護技術Ｄ

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(1)看護行為

学　　位

ふりがな

准教授

つづお　きみこ
十九百　君　子

修士（社会学）

著書
　(1)ボディメカニクスから学ぶ転倒・転落の危険と安全確保
　　看護教育2013　VOL.54　NO.12　医学書院出版　東京　2014（共著）
学会発表
　(1)臨床実践につながる看護技術教育の検討―状況論的アプローチに基づく評価視
　　点を導入して―
　　平成25年度日本看護学教育学会23回学術集会　平成25年8月発表（共同）
　(2)看護学生のソーシャルスキル（Social　skills）の実態―模擬患者（ＳＰ）を
　　活用したコミュニケーション演習前・後の変化―
　　第22回日本医学看護学教育学会学術集会　平成24年3月発表（共同）
　(3)看護学生の看護場面での対人関係能力の特性とその課題
　　平成22年度日本看護学教育学会20回学術集会　平成22年7月発表（共同）
　(4)看護基礎教育における学生の看護対人関係能力の発達―模擬患者を導入した演
　　習の学びから―
　　平成20年度日本看護学教育学会18回学術集会　平成20年8月発表（共同）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

基礎看護学

(2)臨地実習
(3)看護基礎教育

４．主な研究業績

５．所属学会
日本看護技術学会
日本看護学教育学学会

看護教育評価研究会
日本医学看護学教育学会

６．主な社会活動
まちの保健室
ＮＰＯ法人　ともの家　ボランティア
高校訪問・模擬授業



学部・学科

氏　　名

老年看護学概論、老年看護学援助論、老年看護学実習

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(1)ロコモティブシンドローム予防の研究

学　　位

ふりがな

准教授

たかた　よしこ
髙　田　美　子

臨床教育学修士

その他
　(1)平成27年度鳥取看護大学・鳥取短期大学地域研究・活動推進事業助成金獲得
　　テーマ：地域在住高齢者のロコモティブシンドローム予防のための調査研究

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

老年看護学、地域福祉、在宅福祉

(2)睡眠時間がBMIに影響する時間生物研究
(3)EOLに関する研究

４．主な研究業績

５．所属学会
日本看護教育学会
日本看護科学学会

日本看護学会
日本地域福祉学会

日本看護研究学会

６．主な社会活動
社会福祉法人ジェイエイ兵庫六甲福祉会オアシス尼崎立花　運営推進委員
倉吉市地域貢献推進委員



学部・学科

氏　　名

精神看護学援助論、精神看護学実習、地域密着看護実習

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(3)てんかんに関する知識・経験と態度との関係

学　　位

ふりがな

准教授

なかがわ　やすえ
中　川　康　江

学士（文学）、修士（保健学）、博士（保健学）

論文
　(1)疼痛を有する人への心理的評価と有効な援助策の検討
　　第45回日本看護協会-精神看護-学術集会論文集　pp.87-90　2015（単著）
　(2)看護学生のてんかんの知識や態度に与える授業内容の工夫について
　　教育保健研究  第18号　pp.95-103　2014（単著）
　(3)看護学校生のてんかんに関する知識・経験と態度との関係
　　米子医学雑誌　63巻　pp.42-55　2012（共著）
　(4)看護学生の社会機能と自尊感情との関係について
　　教育保健研究　17巻　pp.19-23　2012（共著）
　(5)看護学生の強迫傾向と精神健康度との関連性
　　教育保健研究　16巻　pp.15-19　2011（共著）
　(6)看護系大学生が考える心の｢癒し｣と気分との関係について
　　教育保健研究　16巻　pp.9-14　2011（共著）
　(7)慢性疼痛患者の心理・社会的評価と支援に関する研究
　　鳥取大学大学院医学系研究科保健学専攻修士課程論文集　p.7,1-11　2009
　　（共著）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

精神看護学

(1)潜在的カリキュラムの開発
(2)疼痛を有する人への心理的評価と援助策

４．主な研究業績

５．所属学会

米子医学会

日本看護協会
日本精神科看護協会

中国四国学校保健学会
日本認知療法学会

COC+事業推進委員（企画・運営・講師）
まちの保健室事業　運営・講師

６．主な社会活動

鳥取県看護協会看護研究講師
高校生進路説明会講師

鳥取県福祉研究学会審査員・座長
倉吉市各種講演会講師

鳥取看護大学赤十字学生奉仕団顧問



学部・学科

氏　　名

在宅看護学概論、在宅看護学援助論、看護教育学、在宅看護学実習

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(1)看護教育

学　　位

ふりがな

准教授

うめづ　やすえ
梅　津　靖　江

博士（保健学）

著書
　(1)ナーシンググフィカ　在宅看護論　地域療養を支えるケア
　　在宅における援助技術　清潔の援助　メディカ出版　大阪　2015（単著）
　(2)ナーシンググフィカ　在宅看護論　地域療養を支えるケア
　　在宅における援助技術　移動の援助　メディカ出版　大阪　2015（単著）
学会発表
　(1)看護師の点滴管理におけるノンテクニカルスキルリストの作成
　　第35回日本看護科学学会　2015（共著）
　(2)Creation of the Safety Checklist for IV Management of Japanese Nurses
　　国際医療リスクマネジメント学会　第四回臨床安全世界会議　2015（共著）
　(3)看護師の医療安全に関するノンテクニカルスキルの特定―点滴準備における
　　状況認識と意思決定―　第25回日本看護学教育学会　2015（共著）
 


２．専門分野

３．現在の研究テーマ

在宅看護学、基礎看護学

(2)医療安全

４．主な研究業績

５．所属学会
日本看護協会・米子医学会・中国・四国学校保健学会

日本看護技術学会・国際医療リスクマネジメント学会
日本看護学教育学会・日本看護科学学会・日本社会精神医学会

６．主な社会活動
新人訪問看護師育成プログラム作成プロジェクト
鳥取県看護協会　研究論文指導



学部・学科

氏　　名

社会福祉・社会保障論、コミュニティ論、地域連携・協働実習、在宅看護学実習

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(3)「まちの保健室」における地域住民の健康意識および連携・協働に関する研究

学　　位

ふりがな

准教授

なかの　まゆみ
仲　野　真由美

修士（福祉マネジメント）

論文
　(1)医療的ケアに関する一考察―介護実習との関係について―
　　　日本福祉大学健康科学論集　17巻　pp.7-16　2014（共著）
　(2)権利擁護支援体制構築に向けた社会ネットワーク形成の諸相
　　　―中山間地域における権利擁護支援センター誕生までを事例として―
　　　日本福祉大学社会福祉論集　130号　pp.145-165　2014（共著）
　(3)ケアの意味―葛藤する感情―　広島大学臨床哲学研究　2005（単著）
　(4)「利用者主体の連携」の実現可能性と限界に関する研究
　　　―本人‐介護者‐専門職の関係性に着目して―
　　　日本福祉大学大学院修士論文　全99頁　2002（単著）
その他
　(1)鳥取県東部地域における権利擁護の実態調査
　　とっとり東部権利擁護支援センター設立準備委員会　2012（共著）
　(2)『介護施設ソーシャルワーカー・ガイドブック』
　　原著名：A Guide for Nursing Home Social Workers
　　中央法規出版　2003（共訳）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

社会福祉学、地域看護学、保健医療社会学

(1)障がい当事者のエンパワメント向上と社会的包摂に資する看護教育に関する研究
(2)中山間地域における権利擁護支援とネットワーク構築に関する研究

４．主な研究業績

５．所属学会
日本社会福祉学会・日本地域看護学会・社会事業史学会・日本保健医療社会学会
日本介護福祉教育学会・地域福祉学会

権利擁護センターぱあとなあ鳥取　成年後見人

６．主な社会活動

鳥取看護大学まちの保健室事業
成年後見ネットワーク鳥取　会員

鳥取県特別支援学校における医療的ケア運営協議会　会長
鳥取県社会福祉士会　理事



６．主な社会活動
鳥取県健康づくり文化創造推進県民会議委員
鳥取県社会福祉士会組織委員会委員長

４．主な研究業績

５．所属学会

日本産業衛生学会

日本疫学会
日本公衆衛生学会

日本社会福祉学会
日本医事法学会

著書
　(1)2016社会福祉士国家試験過去問題集　中央法規出版　東京　2015（共著）
　(2)2016精神保健福祉士国家試験過去問題集　中央法規出版　東京　2015（共著）
　(3)公衆衛生学　近畿豊岡短期大学　兵庫　1999（共著）
論文
　(1)A cross-sectional study of the association between job stress and
　　salivary amylase activity in Japanese urban emergency medical
　　technicians.　J Kyorin Med Soc 46(2)：149-158　2016（共著）
　(2)スクールソーシャルワークの認識に関するパイロットスタディ‐学校保健を学
　　習する医学生を対象とした調査‐
　　鳥取大学教育研究論文集 5巻　pp.75-85　2016（共著）
　(3)Assessment of Effects of Air Pollution on Daily Outpatient Visits using
　　the Air Quality Index.　Yonago Acta Medica 57巻:133-136　2015（共著）
その他
　(1)福祉新聞社10月8日発行（4面）一部執筆　東京　2015

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

公衆衛生学、健康科学

(1)消防職員のストレス対策に関する研究
(2)救急隊員の介護技術教育プログラムの開発に関する研究

学　　位

ふりがな

准教授

ほそだ　たけのぶ
細　田　武　伸

博士（医学）

公衆衛生学、疫学、産業保健

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

学部・学科

氏　　名



６．主な社会活動
まちの保健室事業

４．主な研究業績

５．所属学会
日本看護研究学会・日本看護科学学会・日本がん看護学会・日本小児看護学会
川崎医療福祉学会・ナイチンゲールCOMIケア学会

著書
　(1)「家族の支えと絆」　西日本法規出版　岡山　2005（共著）
　　　執筆部分pp.5-9「病気の子供を持つ親の気持ち」
　(2)「ターニング・ポイント」　西日本法規出版　岡山　2004（共著）
　　　執筆部分pp.5-8「道しるべとなった本」
　(3)ナーセスポケットマニュアル「クリティカル・ケア」　医学書院　東京　1988
　　（共訳著）　翻訳担当「牽引の看護」　pp.175-180
論文
　(1)「わが子との拒食症闘病生活」の特別講義から学生が感じたこと
　　川崎医療福祉学会誌　14(2)　pp.437-441　2005（共著）
　(2)小児看護学における看護技術教育の検討
　　川崎医療福祉学会誌　13(1)　pp.37-45　2003（共著）
　(3)看護サービスの充実を図る方策
　　臨床看護研究　5(1)　pp.40-58　1998（共著）
学会発表
　(1)「CAPD患者の実態（その1）」　第26回日本看護研究学会　2000

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

基盤看護学領域

(2)基礎看護技術
(1)プロジェクト研究（地域コーディネーター研究）

学　　位

ふりがな

助教

たなか　ふくえ
田　中　福　恵

修士（保健看護学）

基盤看護技術Ａ、基盤看護技術Ｂ、基盤看護技術Ｃ、基盤看護技術Ｄ

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

学部・学科

氏　　名



学部・学科

氏　　名

基盤看護技術Ａ、基盤看護技術Ｂ、基盤看護技術Ｃ、基盤看護技術Ｄ

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(1)看護実践能力の発達に関する研究

学　　位

ふりがな

助教

ささき　しょうこ
佐々木　晶　子

修士（保健学）

論文
　(1)Ａ県の臨床経験1年目から5年目の看護師の実践能力に関する自己評価
　　米子医学雑誌　第64巻第6号　pp.154-162　2013（共著）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

基盤看護学

４．主な研究業績

５．所属学会
日本看護研究学会
日本呼吸療法医学会

６．主な社会活動



学部・学科

氏　　名

成人看護学実習Ａ、成人看護学実習Ｂ、地域密着看護実習

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(1)看護学実習における臨床と教員の協働・連携への取り組み

学　　位

ふりがな

助教

むらぐち　たかこ
村　口　孝　子

修士（保健学）

論文
　(1)新設Ａ大学の成人看護実習における臨地実習指導者の思い
　　―４課程の実習指導経験から大学教育の実習を受けるにあたって―
　　鳥取看護大学・鳥取短期大学研究紀要　第72号　pp.1-７　2015（共著）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

成人看護学

(2)教育目標の評価に関する研究
(3)成人看護学実習における臨地実習指導者の不安と自己効力感

４．主な研究業績

５．所属学会

日本職業災害学会

日本看護協会
日本看護管理学会

日本医学看護学教育学会

６．主な社会活動
鳥取県看護協会　研究委員
第47回日本看護協会学術集会慢性期看護準備委員（鳥取県看護協会依頼）
シニアボランティア講座講演会講師2回　　



学部・学科

氏　　名

成人看護学実習Ａ、成人看護学実習Ｂ、地域密着看護実習

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

学　　位

ふりがな

助教

ながみ　じゅんこ
永　見　純　子

修士（保健学）

論文
　(1)新設A看護大学の成人看護学実習における臨地実習指導者の思い
　　―4課程の実習指導経験から大学教育の実習を受けるにあたって―
　　鳥取看護大学・鳥取短期大学研究紀要　第72号　pp.1-7　2015（共著）
　(2)救命救急センター受診家族のニードと満足度
　　鳥取大学大学院医学系研究科保健学専攻修士課程論文集　Vol.2　pp.1-20　2007

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

成人看護学

(1)看護学実習における臨地実習指導者と教員の協働・連携の取り組み

４．主な研究業績

５．所属学会
重症心身障害学会

６．主な社会活動
まちの保健室ミニ講和の講師「冬の高血圧予防」
医療法人アスピオス鳥取産院 介護職員研修会講師「カンファレンスの意義と進め方」



学部・学科

氏　　名

成人看護学実習Ａ、成人看護学実習Ｂ、看護管理学

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(3)中規模病院の新任看護管理者のコンピテンシーと組織的支援の現状

学　　位

ふりがな

助教

いずいし　さちこ
出　石　幸　子

修士（看護学）

論文
　(1)新設Ａ看護大学の成人看護学実習における臨地実習指導者の思い
　　―4課程の実習指導経験から大学教育の実習を受けるにあたって―
　　鳥取看護大学・鳥取短期大学研究紀要　第72号　pp.1-7　2015（共著）
　(2)看護師長の変革型リーダーシップ行動とその要因
　　修士論文　2010（単著）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

成人看護学

(1)看護学実習における臨地実習指導者と教員の協働・連携の取り組み
(2)地域コーディネーターの役割とシステムの構築

４．主な研究業績

５．所属学会

日本医学看護学教育学会

日本看護管理学会
日本医療マネジメント学会　

山陰リスクマネジメント研究会

６．主な社会活動

認定看護管理者研修　ファーストレベル研修　講師

鳥取県看護協会　ワーク・ライフ・バランス推進特別委員会　委員長
鳥取県看護協会　慢性期看護学会準備委員会　委員
鳥取県看護協会　認定看護管理者教育課程教育運営委員会　委員
鳥取県医療勤務環境改善支援センター推進委員会　委員
山陰リスクマネジメント研究会　世話人



学部・学科

氏　　名

成人看護学実習Ａ、成人看護学実習Ｂ、地域密着看護実習

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

学　　位

ふりがな

助教

ひらの　ひろみ
平　野　裕　美

学士（法学）

講演
　(1)「毎日の食事で認知症を予防しよう」
　　（主催：かもがわ包括支援センター）　上小鴨公民館　2015年11月

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

成人看護学領域

(1)臨地実習における教育に関する研究

４．主な研究業績

５．所属学会
日本看護学会

まちの保健室事業（ミニ講話「若さを保つ、姿勢と呼吸法」）
６．主な社会活動



学部・学科

氏　　名

母性看護学実習、小児看護学実習、地域密着看護実習

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(1)幼児教育保育学科学生の乳児保育学習における親性準備性の変化

学　　位

ふりがな

助教

いだ　ふみこ
井　田　史　子

修士（保健学士）

学術論文
　(1)妻の陣痛を共に乗り越える夫のサポート
　　鳥取大学（修士論文）（単著）
学会発表
　(1)認知症高齢者の介護者が抱く在宅看護の不安
　　第4回鳥取県看護研究学会　2010
　(2)倫理的な感性を高めるための委員会活動
　　第3回鳥取県看護研究学会　2009
　(3)産後1か月における意見交換会の効果
　　第1回鳥取県看護研究学会　2007
　(4)妻の陣痛を共に乗り越える夫のサポート
　　鳥取県母性衛生学会　2006

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

母性看護学

(2)新設看護学校における看護学生のディプロマポリシーの認識及び受け止め方の変化

４．主な研究業績

５．所属学会
母性衛生学会
日本看護協会

６．主な社会活動



６．主な社会活動
福岡県苅田町子ども子育て会議
鳥取看護大学まちの保健室事業

日本小児看護学学会
日本小児保健学会

日本看護学教育学学会
日本協同教育学会

日本母性看護学学会

小児看護学、小児保健

(2)思春期の「夢」に対する親から受けた支援の体験
(3)小児看護学における看図アプローチを活用した授業研究

４．主な研究業績

５．所属学会

菊　原　美　緒

修士（看護学）

小児看護学実習、地域密着看護実習、基盤看護学実習

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

職　　名

１．主な担当授業科目

(1)思春期の子どもの夢を支える親の役割に関する研究

学　　位

ふりがな

学部・学科

氏　　名

助教

看護学部　看護学科

きくはら　みお



学部・学科

氏　　名

老年看護学実習、地域密着看護実習、基盤看護学実習

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

学　　位

ふりがな

助教

いとう　じゅんこ
伊　藤　順　子

社会福祉学修士

論文
　(1)高齢者の口腔ケアに関する看護師の認識とケアの実態
　　看護技術　第49巻7号　pp.56-60　2004（共著）
　(2)高齢者の歯に関する認識と生活への影響
　　日本老年看護学会誌　第7巻1号　pp.103-109　2002（共著）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

老年看護学

(1)高齢者のセルフエンパワメントに関する研究
(2)ロコモティブシンドロームに関する研究

４．主な研究業績

５．所属学会
日本看護科学学会・日本老年行動科学会
日本老年看護学会・日本認知症ケア学会
日本慢性看護学会・日本認知症予防学会

６．主な社会活動
まちの保健室事業
　



学部・学科

氏　　名

助教

いなだ　ちあき
稲　田　千　明

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

学　　位

ふりがな

公衆衛生看護

地域連携・協働実習、地域密着看護実習、フィールド体験実習

学会発表
　(1)こんな町だったらいいなから始まる母子保健計画
　　全国保健師学術研究会　1996
　(2)もっとすてきな健康づくりへ～こうしてできたわが町の保健事業～
　　全国保健師学術研究会　1995
　(3)地域の健康が見えてきた―保健活動の現場から―
　　鳥取県公衆衛生学会　1993

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

(2)保健師活動の伝承について
(1)まちの保健室に参加する人々の健康意識について

４．主な研究業績

５．所属学会
日本公衆衛生学会
日本地域看護学会
日本認知症予防学会

６．主な社会活動
鳥取県看護協会　まちの保健室委員長
中学校　学年部委員長



学部・学科

氏　　名

地域連携・協働実習、地域密着看護実習、フィールド体験実習

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

学　　位

ふりがな

助教

いわさわ　まき
岩　澤　磨　紀

看護学学士

学会発表
　(1)消防職員の世代間コミュニケーション調査についての報告
　　日本公衆衛生学会　2015（共著）
　(2)消防職員の世代間コミュニケーション調査　‐自由記述分析から解ったこと‐
　　中国四国合同産業衛生学会　2015（共著）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

公衆衛生看護、産業保健、学校保健

(1)健康教育
(2)睡眠

４．主な研究業績

５．所属学会
日本公衆衛生学会
日本産業衛生学会
鳥取県産業看護研究会

６．主な社会活動
まちの保健室　ミニ講話　講師
認知症予防教室（倉吉市西町公民館）　講師　



学部・学科

氏　　名

（基盤看護技術Ａ）、（生活健康論）、（生活健康論実習）、（フィールド体験実習）

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(3)地域包括ケアシステムにおける「まちの保健室」の連携可能性についての研究

学　　位

ふりがな

助手

ふじい　まほ
藤　井　麻　帆

看護学学士

論文
　(1)「まちの保健室」の連携・協働の構築－認知・定着に向けてのこれまでの経緯
　　鳥取看護大学・鳥取短期大学研究紀要　第73号　2016（共著）
その他
　(1)看護学生の睡眠に関する実態調査
　　－1年次の初回臨地実習前と実習中の睡眠の比較を通して－
　　日本看護研究学会　近畿・北陸地方会継続セミナー活動　2007（共著）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

基礎看護学、災害看護学、地域看護学

(1)地域の健康課題への対応力育成に向けた基礎看護教育についての研究
(2)地域防災と看護大学との連携可能性についての研究

４．主な研究業績

５．所属学会

日本ホスピス・在宅ケア研究会

日本災害看護学会
災害看護支援機構

日本地域福祉学会

６．主な社会活動
「まちの保健室」活動
災害被災地の復興支援活動と健康支援活動
フットケアボランティア



学部・学科

氏　　名

（基盤看護技術A）、（生活健康論実習）、（フィールド体験実習）、（母性看護学概論）

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

学　　位

ふりがな

助手

すずたて　きょうこ
鈴　立　恭　子

修士（保健学）

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

基盤看護学、母性小児看護学

(1)ベビーマッサージの効果の研究
(2)育児困難感と睡眠との関連

４．主な研究業績

５．所属学会
母性衛生学会

６．主な社会活動
まちの保健室事業



学部・学科

氏　　名

（基盤看護技術Ａ）、（基盤看護技術Ｂ）、（基盤看護技術Ｃ）、（基盤看護技術Ｄ）、（母性看護学概論）

看護学部　看護学科

職　　名

１．主な担当授業科目

(1)まちの保健室（出前・イベント型）

学　　位

ふりがな

助手

まつもと　ひろみ
松　本　弘　美

２．専門分野

３．現在の研究テーマ

在宅看護学・基礎看護学

(2)フットケア

４．主な研究業績

５．所属学会
日本フットケア学会

６．主な社会活動
フットケアボランティア
「まちの保健室」活動
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